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7k 権出露呈先生配悼む
Obituary of the Late Mr. K. HIY All革A
去る6月1 8 槍山車三先生は急逝された。病名は心筋硬塞，全く突然の









れ，昭和1(洋12月にはf野草J （題字は牧野富太郎党伎の警察である〉の第1 号を 出 さ れ
た。以後さまざまの始析はあったが，今年6月ま
国のア7チュアの問好 会で， ζれだけの号数を兎も角も統千uして来たという会はあるまい






















標本館での御研究中，さまざまな新知見が出て来た。それ等を刻明にノ ー トされ，カ ー
ドに作り，少しずつ野草誌上に，また標本館雑記と題して植物研究雑誌に発表して来られ
た。先生の新しい人生も歩み出されたばかり，標本同定の大仕事も中途，想うに長い旅路
につくのを最も残念に思ったのは先生御自身であろう。
在りし日の乙とが尽きる乙となく思い出されて来る。我々は良き師，良き同学の土を失
ってしまったけれども，唯それを惜しみ悲しんでいるのを止めよう。誠意と熱意とで人生
を貫かれた檎山庫三先生の学燈を断やさないこと，発展させるζとこそが残された後進達
のとるべき道ではあるまいか。先生の御魂よ，やすらかに御眠り下さい。
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